
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
 
 
 
 
 
 
 

当製品を安全に、また正しくお使いいただくために必ず本｢取扱説

明書｣をお読みください。誤った使いかたをすると、事故を引き起

こすおそれがあります。 
お読みになった後も必ず製品の近くに保存して下さい。 

 

ライムソワー 
型式：ML156,186,216,246 
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取 扱 説 明 書 

安全作業で家族も笑顔 



―  目 次  ― 

項目 ページ 

はじめに 1 

安全に作業するために 2～7 

安全銘板貼り付け位置 8 

保証とサービスについて 9 

各部の名称 10～11 

組立方法 11 

装着前の準備 12～14 

トラクタへの装着方法 14～21 

作業前の準備 22 

運転について 23 

使用上の注意事項 23 

作業前の調整 24 

作業方法 25～27 

散布量と車速の決め方 28 

散布方法 28 

散布量設定 28 

作業前の点検  29 

 給油 29 

シャッター調整 30 

肥料載せパイプの着脱方法 31 

保守管理 32 

電動リモコンシャッターについて 33～35 

トラブルの原因と処置方法 36 

主要諸元 37 



















 9 

保証とサービスについて 
◎ 保証書について 

 

「保証書」はお客様が保証修理を受けられる際必要となるものです。お読みになった後は 

大切に保管してください。 

◎ アフターサービスについて 
 

ご使用中の故障やご不審な点等不具合がある場合は、お買い上げいただいた販売店等へご相談くださ

い。その際、次のことをご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 型式名 

● 製造番号 

● 不具合状況（どのような現象ですか？･･･） 

● ご使用状況（どのくらい作業していましたか？･･･） 

● 不具合が発生した時の状況（どんな作業をしていた時に？･･･） 

 

◎ 補修部品の供給年限について 
 

この製品の補修部品の供給年限は、製造打ち切り後９年です。ただし、供給年限内であっても特殊部品に

ついては納期等をご相談させていただく場合もあります。 

 

 

重要 

 
・機械の改造は危険ですので改造しないでください。改造した場合や取扱説明書に述べられた正しい使用

目的と異なる場合は、メーカー保証の対象外になりますので注意してください。 

・電動リモコンシャッターの「リモコンシャッター本体」「制御ボックス」「コントロールボックス」「配線類」は分

解及び改造しないでください。危険であり又、メーカー保証の対象外になりますので注意してください。 
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タンク 

スタンド 

底板 

フレーム

シャッター

軸受 

●手動仕様 

各部の名称 
 

フタ 

アジテータ

ミッション 

連結ロッド 

連結フック 

手動レバー 

シジバン 
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●リモコン仕様 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組立方法 
 

警告 
  組立場所は平坦で十分な広さがあり、地盤がしっかりした場所で行ってください。 

守らないと作業機が動いて死傷事故を起こす恐れがあります。 

  吊り上げた機械の下に潜ったり、足を入れないでください。落下して死傷事故を 

起こす恐れがあります。近寄る時は、落下の危険を考慮して逃げ場所を確保 

してください。 

  梱包を解体するときは、手・足・顔等をケガしないように注意してください。 

  ２人以上で作業する時は、お互いに合図をし、確認しあって作業してください。 

守らないと死傷事故を起こす恐れがあります。 

 

本機は、ほとんど組み上がった状態で出荷されますが、梱包枠から外しスタンドを取り付けてください。

本機、スタンド及びその他付属品類を固定している番線等を取り除いてください。 

トラクタの油圧昇降装置等で本機を吊り上げ、スタンドを所定の位置に装着してください。 

散布切り替えレバー 

リモコン 
シャッター 

肥料載せ 
パイプ 

（手動仕様にも装着） 
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スタンドの装着方法 

（1） 包枠から本機を外しましたら、下図のようにスタンドブラケットにスタンドを取り付けてください。 
（取り付けたらパイプロックピンで確実に固定してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（2） スタンド装着後、トラクタから着脱できない場合は、スタンドの取付ピンの穴位置を変えて脱着が 

スムーズにできることを確認してください。 
（3） 脱着姿勢について 

本機を少し持ち上げ、左右水平になるようにトラクタ右側のリフトロッド長さを調節してください。 

 

 

装着前の準備 
 

1．装着前の確認事項 

警告 

●   作業中にボルト・ナット・ピン類が外れますと、作業機の破損ばかりかトラクタの破損、人身

事故につながる恐れがあります。 

 

（1） ボルト・ナットの緩みやピン類の脱落がないか確認して下さい。 

 

警告 
       

●   適応馬の範囲内で使用してください。適応範囲内のトラクタでも発進時、登坂時、トラクタの

前が浮き上がる場合は、必ずフロントウエイトを取り付けてください。 

●   作業機の着脱は、平坦で十分な広さがあり地盤のしっかりした場所で行ってください。 

守らないと作業機が動いて死傷事故を起こす恐れがあります。 

●   作業機の下に潜ったり、足を入れないでください。また、作業機とトラクタの間に入らないで下

さい。挟まれて死傷する恐れがあります。 
 

（2） 作業機を装着すると機体の長さ、幅が大きくなり重量バランスが変わりますので、必要に応じてフ

ロントウエイトを取り付けてください。 

 

（3） ユニバーサルジョイントの確認 

ユニバーサルジョイント（以下ジョイント）の長さは、必ず適正長さの範囲内で使用してください。 

短すぎるとジョイントが抜けて思わぬ事故につながり、長すぎると機械を破損してしまいます。 

短い場合は交換し、長い場合は切断し使用してください。 

 

スタンド 
ブラケット 

スタンド 

パイプロックピン 
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２．ジョイントの確認事項（標準 3 点リンクの場合） 
 

危険 

●   ジョイントの取り付け時は必ずエンジンを切ってください。さもないと巻込まれて死傷事故を 

起すおそれがあります。 

 

警告 

●   二人以上で作業するときは、お互いに合図をし、確認し合って作業してください。特にトラクタの

エンジンをかける場合や、エンジンが作動している間は十分に注意してください。守らないと死傷 

事故を起こす恐れがあります。 

 

注意 

●   装着時はトラクタの PTO 変速を中立にしてください。 

 

① 適正長さの確認 
 

トラクタＰＴＯ軸と作業機の入力軸が水平で一直線上にある時が、ジョイントが一番短くなるときです。 

この時に１ｃｍ程度スキマがあればそのまま使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また､ジョイントのオス・メスを外してそれぞれＰＴＯ軸と入力軸を取り付け、水平で一直線上にあたる時 

（ 縮時）に下図のスキマが２５ｍｍ以上あり、作業機を上下させてジョイントが１番伸びた時（ 伸時）に 

オス・メスの重なりが１００ｍｍ以上あると適性長さの範囲です。 
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②切断方法 
 

(1) ジョイントのオス・メスを外してトラクタと作業機の 短の作業位置に合わせ、相手側の安全カバーの

筒の端から、２５ｍｍスキマがあく位置にオス・メスの安全カバーにそれぞれマークをつけて下さい。 

(2) オス・メスの安全カバーにマークをした長さだけ安全カバーを切断してください 

(3) オス・メスの内外筒チューブを、安全カバーを切断した部分と同じ長さだけ切断してください。 

(4) 切断後は切り口にヤスリをかけ、バリを除きスムーズにスライドできるようにしてください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラクタへの装着方法 

 

１．日農工標準３Ｐオートヒッチで装着する場合 
 お買い上げいただいた製品が日農工標準オートヒッチ規格の場合は、トラクタ３点リンクに 

標準オートヒッチを装着してください。 

 トラクタのトップリンクは標準３点リンク用の長いトップリンクを使用してください。 

 トラクタのロワリンクの位置は作業機の穴位置に合わせてください。 

 

① 装着方法 

 

注意 
● 周りに人や障害物がないことを確認してから行ってください。装着作業をする時は、平坦で固い場

所で行ってください。 

● 2人以上で作業をする時は、お互いに合図し、注意して作業をしてください。 

 

（1） 日農工標準３Ｐオートヒッチをトラクタの３点リンクに左ロワリンク、右ロワリンク、トップリンクの順序

で取り付けてください。それぞれのピンはリンチピンで抜け止めをしてください。 
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※ ４Ｓまたは４Ｌの場合は、あらかじめユニバ

ーサルジョイントを取り付けてください。広角

側をトラクタのPTO軸に取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

（2） 周囲の安全を確認しエンジンを始動させ、３点リンク下げて本機のマストに向かってトラクタを 

ゆっくり後退させてください。 

 

注意 
● 作業機脱着時の３点リンクの上げ下げはゆっくり行ってください。急激な上げ下げは危険です。ま

た、本機を破損する場合があります。 
 

（3） 標準３点オートヒッチのフック部が本機マストのトップピンを下からすくい上げるよう、３点リンク

の油圧レバーをゆっくりと上げてください。この時、左右のロワリンクも同時に装着されます。本

機が左右に傾いている場合はリフトシリンダあるいはリフトロッドを伸縮させ本機の傾きに合わ

せてから装着し、水平になるよう再度調整してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※フック部ですくえなかったり、ジョイントが入らない場合は、やりなおしてください。 

フック部の下がり量が不足している場合はリフトロッドの取り付け穴位置を下穴、ロワリンクの穴位

置を前穴へ変更してください。 

 

（4） 標準３点オートヒッチのロックレバーを操作し、ロックしてください。 

 

 

（5） スタンドを取り外してください。 
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危険 
●  ユニバーサルジョイントを取り付けるときは、必ずエンジンを停止してください。 守らないと巻き

込まれて死傷事故を起こす恐れがあります。 

 

注意  

● ジョイントは確実にセットしてください。ノックピンが確実に入りロックしたことを確認してください。中

途半端ですと回転中に抜ける恐れがあります。大変危険ですからノックピンの頭が１ｃｍ以上出て

いることを確認してください。 

● ユニバーサルジョイントの広角側を作業機入力軸へ取り付けるとユニバーサルジョイントの破損に

つながります。 

 

（6） ３Ｓまたは３Ｌの場合は、本機がトラクタへ装着された後にエンジンを停止しユニバーサルジョイン

トを装着してください。広角側をトラクタのPTO軸に取り付けてください。 

トラクタ側、作業機側ともにジョイントが正確に軸溝にはまっているか確認してください。ノックピン

の頭が 1ｃｍ以上出ていることを確認してください。 
 

 

 

 

 

 

※トラクタによってはユニバーサルジョイントの長さが合わない場合があります。その時はユニバーサ

ルジョイントの切断方法を参照してください。 

 

（7）  ユニバーサルジョイントのチェーンをトラクタと作業機に取り付け、 

安全カバーの回り止めをしてください。 

 

 

 

（8） 本機を持ち上げた状態で、ＰＴＯ軸とジョイントと作業機入力軸が一直線になるよう左右のチェック

チェーンを均等に張ってください。その後ターンバックルを０．５～１回転戻しロックしてください。 
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②取り外し方 
 

危険 
●   ユニバーサルジョイントを取り外すときは、必ずエンジンを停止してください。 守らないと巻き

込まれて死傷事故を起こす恐れがあります。 

 

警告  

●   脱着作業は、平坦な固い場所を選んで行ってください。2人以上で作業をする時は、お互いに

合図し、注意して作業をしてください。 

 

注意  

●   周りに人や動物、障害物がないことを確認して作業してください。 
●   作業前には必ずエンジンを停止し駐車ブレーキをかけてください。 

 

 

（1） 左右のスタンドを取り付けてください。 

 

 

（2） ３Ｓの場合はユニバーサルジョイントを外してください。 

 

 

（3） 標準３点オートヒッチのロックレバーを操作し、ロックを 

解除してください。 

 

 

（4） エンジンを始動させ、油圧レバーを静かに下げロワリンク部を外し、さらに油圧レバーを下げなが

らトラクタを前進させ、フック部を本機マストのトップピンから離脱させてください。 
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２．日農工特殊３Ｐオートヒッチで装着する場合 
  

注意 
●  オートヒッチの使用方法はロータリーと同様ですのでトラクタ及びロータリーの取扱説明書をお

読みください。 

 

お買い上げいただいた製品が日農工特殊３Ｐオートヒッチ規格の場合は、各トラクタ、ロータリーの取

扱説明書の装着に関する事項をご覧ください。 

 日農工特殊３Ｐオートヒッチには、Ａ－Ⅰ型、Ａ－Ⅱ型、Ｂ型があります。それぞれトラクタの純正ロー

タリーと同様の手順で、本機の取り付け取り外しができます。また、純正ロータリーに装着しているオ

ートヒッチ、ジョイント及びトップリンクがそのまま使えます。 
 

①装着方法 
 

注意 
●  周りに人や障害物がないことを確認してから行ってください。装着作業をする時は、平坦で固い

場所で行ってください。 

●  2人以上で作業をする時は、お互いに合図し、注意して作業をしてください。 

 

（1）  特殊３Ｐオートヒッチの装着が純正ロータリーと同じ位置にあることを確認してください。 

（ロワリンク、リフトロッド、トップリンク、ジョイント） 
 

（2） 周囲の安全を確認しエンジンを始動させ、３点リンクをさげて本機のマストに向かってトラクタを 

ゆっくり後退させてください。 

 

注意 
●  作業機脱着時３点リンクの上げ、下げをゆっくり行ってください。急激な上げ下げは危険です。ま

た、本機を破損する場合があります。 

 

（3） 特殊３Ｐオートヒッチのフック部が本機マストのトップピンを下からすくい上げるよう、３点リンクの 

油圧レバーをゆっくりと上げてください。 

  この時、左右のロワリンクも同時に装着されます。本機が左右に傾いている場合はリフトシリンダ

あるいはリフトロッドを伸縮させ本機の傾きに合わせてから装着し、水平になるよう再度調整してく

ださい。 

 

※フック部ですくえなかったり、ジョイントが入らない場合は、やりなおしてください。 

 

（4） 特殊３Ｐオートヒッチのロックレバーを操作し、ロックしてください。 

 

（5） スタンドを取り外してください。 
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②取り外し方 
 

危険 
●   ユニバーサルジョイントを取り外すときは、必ずエンジンを停止してください。 守らないと巻き

込まれて死傷事故を起こす恐れがあります。 

 

警告  

●   脱着作業は、平坦な固い場所を選んで行ってください。2人以上で作業をする時は、お互いに合図

し、注意して作業をしてください。 

 

注意  

●   周りに人や動物、障害物がないことを確認して作業してください。 
●   作業前には必ずエンジンを停止し駐車ブレーキをかけてください 

 

（1） 左右のスタンドを取付てください 

 

（2） 特殊３Ｐオートヒッチのロックレバーを操作し、ロックを解除してください。 

 

（3） エンジンを始動させ、油圧レバーを静かに下げロワリンク部を外し、さらに油圧レバーを下げなが

らトラクタを前進させ、フック部を本機マストのトップピンから離脱させてください。 
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３．標準３点リンクで装着する場合(直装) 

 
 お買い上げいただいた製品が標準３点リンク(直装)装着の場合は次の手順で装着してください。 

 

①装着方法 

注意 
●  周りに人や障害物がないことを確認してから行ってください。装着作業をする時は、平坦で固い

場所で行ってください。 

●  2人以上で作業をする時は、お互いに合図し、注意して作業をしてください。 

 

（1） 本機マスト部をトラクタ後方の中心に配置し、左ロワリンク、右ロワリンク、トップリンクの順序で取

り付けてください。それぞれのピンはリンチピンで抜け止めをしてください。 

 

 

注意 
●  作業機脱着時の３点リンクの上げ下げはゆっくり行ってください。急激な上げ下げは危険です。 

また、本機を破損する場合があります。 
 

（2）エンジンを始動させ３点リンクの油圧レバーをゆっくりと上げ、スタンドを取り外してください。 

 

（3） 本機が左右に傾いている場合は、リフトシリンダあるいはリフトロッドを伸縮させ、水平になるよう

調整してください。 

 

危険 
●  ユニバーサルジョイントを取り付けるときは、必ずエンジンを停止してください。 守らないと巻き込

まれて死傷事故を起こす恐れがあります。 

 

  

注意 
●   ジョイントは確実にセットしてください。ノックピンが確実に入りロックしたことを確認してください。

中途半端ですと回転中に抜ける恐れがあります。大変危険ですからノックピンの頭が１ｃｍ以上

出ていることを確認してください。 

●  ユニバーサルジョイントの広角側を作業機入力軸へ取り付けるとユニバーサルジョイントの破損

につながります。 

 

 

（4） エンジンを停止し、ユニバーサルジョイントを 

装着してください。広角側をトラクタのPTO軸に 

取り付けてください。 

  トラクタ側、作業機側ともにジョイントが 

正確に軸溝にはまっているか確認してく 

ださい。ノックピンの頭が1ｃｍ以上出てい 

ることを確認してください。 

 

※トラクタによってはユニバーサルジョイントの長さが合わない場合があります。その時はユニバーサ

ルジョイントの切断方法を参照してください。 
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（5） ユニバーサルジョイントのチェーンをトラクタと作業機に取り付け、 

安全カバーの回り止めをしてください。 

 

 

 

 

 

（6） 本機を持ち上げた状態で、ＰＴＯ軸とジョイントと作業機入力軸が一直線になるよう左右のチェック

チェーンを均等に張ってください。その後ターンバックルを０．５～１回転戻しロックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②取り外し方 

 

危険 
●  ユニバーサルジョイントを取り外すときは、必ずエンジンを停止してください。 守らないと巻き込

まれて死傷事故を起こす恐れがあります。 

 

警告  

●  脱着作業は、平坦な固い場所を選んで行ってください。2人以上で作業をする時は、お互いに合

図し、注意して作業をしてください。 

 

注意  

●  周りに人や動物、障害物がないことを確認して作業してください。 
●  作業前には必ずエンジンを停止し駐車ブレーキをかけてください。 

 

（1） 左右のスタンドを取り付けてください。 

 

（2） ユニバーサルジョイントを外してください。 

 

（3） エンジンを始動させ、油圧レバーを静かに下げ左右のスタンドが確実に接地していることを確認

してください。 

 

（4） エンジンを停止し、トップリンクを外してください。 

 

（5） 左ロワリンク、右ロワリンクの順で外してください。 
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作業前の準備 
 

注意 
●    トラクタのエンジンをかける時は、回りに人がいない事を確認してから行って下さい。 

 

トラクタに本機を装着した後、次の調整を行ってください。 

 

① チェックチェーンの調整 
 

本機を少し持ち上げ、PTO 軸、ジョイント及び入力軸がトラクタの中心線上にあるようにチェックチェーンを

左右均等に張ってください。その後、左右のチェックチェーンのターンバックルを 0.5～1.0 回くらい逆に 

戻してロックしてください。 

               

② 左右水平の調整 
 

本機を少し持ち上げ、左右水平になるようにトラクタの右側のリフトロッド長さで調整してください。 

 

③ 上げ位置の規制 
 

作業機を静かに持ち上げ、トラクタの一部に当たらないように、「上げ規制」が必要な場合があります。 

トラクタの取扱説明書に従い、上げ規制を行ってください。 

 

④ バランスウェイトの装着 
 

作業機を装着してからトラクタの前輪が浮き上がるような場合はトラクタにバランスウェイトを装着して、 

前輪の浮き上がりを防止してください。 

 

⑤ 異音のチェック 
 

PTO を回転させて、チェーンケース内および動力伝達系統から異音がしていない事を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

チェックチェ

ーン 

チェックチェ

ーン 

チェックチェーン 
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運転について 
 

警告 

●     本機を装着すると前後バランスが変わります。発進時、登坂時にトラクタの前が浮く場合は

必ず前部ウェイトを装着してください。さもないと転倒して思わぬ事故につながるおそれがあり

ます。 

●     作業中以外は PTO を切ってください。 

●     作業中は人を近づけないでください。思わぬ事故につながるおそれがあります。 

●   圃場から出る時に、前が浮き上がる場合は、無理をせずにバックで出てください。その後、

前部ウェイトを装着してください。さもないと転倒して思わぬ事故につながるおそれがありま

す。 

 

作業上の注意 
 

（1） PTO クラッチの接続は、エンジン回転数を必ず下げた状態で接続してから、徐々に回転数を上げて 

ください。 

（2）  音が発生した場合は直ちに PTO クラッチを切り、エンジンを停止してから点検・処置してください。 

（3）  運転者が運転席を離れる場合は必ずエンジンを止めてください。 

（4）  作業中、補助作業者はできるだけ機械から離れて作業をしてください。また、機械に人を近づけない       

ようにしてください。 

 

 

使用上の注意事項 
 

（1） 付近に人、家畜がいない事を確認してから作業してください。 

（2） 作業速度は 8km／h 以内、PTO 回転数は 540rpm で作業してください。 

（3） 作業中、異音を発したり、注油・点検する場合は、必ずエンジンを止めてから点検・処置してください。 

（4） 肥料等タンクに散布物を入れて長時間無散布移動すると、肥料が固まり散布できなくなります。散布 

する場所でタンクに入れてください。 

（5） シャッターを閉じたまま PTO を長時間回転させますと、散布物が固まったり、故障の原因になるので、

行なわないでください。 
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作業前の調整 
 

危険 
●  作業前の調整は、必ずエンジンを停止してください。 守らないと巻き込まれて死傷事故を起こす恐

れがあります。 

 

 

１．フレームの調整 
タンク底部の地上高さが３０cm の時、タンク上部が水平になるようにトップリンク、レベリングロッドで 

調整してください。 

※必要に応じてトラクタにフロントウエイトを装着してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラクタのチェックチェーンを左右均等に張ってください。 

 

２. シャッター開度の確認 
シャッターの開度が「０」の時に本機のシャッターが完全に閉じている事を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. ヒューズの点検 ( リモコン仕様のみ ) 

電源スイッチを押しても ランプがつかない場合は、ヒューズを確認してください。ヒューズが切れている

場合は交換して下さい。 

（管ヒューズ１A；電源回路保護ヒューズ） 

（ブレードヒューズ３０Ａ；メイン電源保護ヒューズ） 

 

 

 

 

全閉（開度０） 

30cm
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作業方法 
  

危険 
●   タンクに散布物を入れる時は、アジテータを絶対回転させないで下さい。守らないと、 

万が一動き出した場合死傷事故につながるおそれがあります。 
 

注意 
●      散布物は、散布対象の圃場で作業直前にタンクに入れて下さい。タンクに散布物を入れた

まま長時間路上走行すると、振動によって散布物が固まり、機械故障の原因になる事があ

ります。 

●       移動中は PTO を必ず切ってください。守らないと機械故障の原因になります。 

 
① 油圧操作で本機を地面に下げて下さい。 

② トラクタのエンジンが停止させて、タンクのフタを開け、シャッターが閉じていることを確認してから、タン

クに散布物を入れて下さい。散布表を目安にシャッタースケールの目盛を合わせてストッパーを固定し

てください。 

（リモコン仕様の場合は、コントローラーのシャッター開度の目盛を合わせてください。） 

危険 
●       周りに人・家畜がいない事を確認してから作業を開始して下さい。特に子供、老人は

近づけないで下さい。 

③ 散布物を適量入れ終わったら、周りに人がいない事を確認してから、トラクタのエンジンを掛け、 

本機を油圧操作で作業位置までゆっくり持ち上げて下さい。 

 

④ コントロールボックスの電源を入れて下さい。（リモコン仕様のみ） 

注意 
●     ユニバーサルジョイントの角度を１５°以上で使うと振動や異音等の発生あるいは、本機の

破損につながるため注意して下さい。 

⑤ ＰＴＯクラッチを「ON」に入れて下さい。アジテータが回転を始めます。 

 

 

 

 

 

 

 

危険 
●      アジテータが回転している時は、絶対に手や衣服の端を入れないで下さい。アジテータはゆ

っくり回転していますが、トルクが強く、巻込まれると取り外すのが困難で、大変危険です。守

らないと、アジテータに巻込まれて死傷事故を起こすおそれがあります。 
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警告 
●      エンジン回転数の急激な上昇は慎んで下さい。散布物によっては機械に損傷を与える場合

があります。 

●      異音が発生した場合は、直ちにアジテータの回転を止め、トラクタのエンジンを止めて下さ

い。その後で、原因を取り除いて下さい。 

⑥ アジテータが回り始めたら、エンジン回転数を徐々に上げて下さい。 

⑦ 手動レバーを開側にストッパーにあたるまで倒してください。 

（リモコン仕様の場合はシャッターの開閉スイッチを「開」側に倒して下さい。シャッターが開き始めます。

シャッターが動いている間は作動中ランプが点灯しています。） 

注意 

●      圃場の凹凸によって本機の揺れが大きくなる場合がありますので、作業位置を下げ過ぎ

ないようにしてください。 

 

⑧ あらかじめ設定した速度で、散布走行をしてください。 

 

 危険 
●      トラブルの原因を取り除く時は、必ずトラクタのエンジンを停止してから行なって下さい。守

らないと死傷事故につながるおそれがあります。 

 

⑨ 作業中に過負荷によってヒューズが切れた場合は、トラクタのエンジンを切り、原因を取り除いた後、 

ヒューズを交換して下さい。 （ リモコン仕様のみ ） 

※ （管ヒューズ１Ａ：電源回路保護ヒューズ） 

※ （ブレードヒューズ３０Ａ：メイン電源保護ヒューズ） 
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⑩片側散布の方法 

※必ずシャッターを全閉にしてから操作してください。 
●手動の場合はレバー（下図）の左右連結を解除し、矢印の方向へ移動すると散布されます。 

散布したい方のレバーを移動してください。 

                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

● リモコン仕様の場合は、レバー散布したい方（左側、右側）にレバーの位置を動かしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 開いているときにレバー操作を行なうと、シャッター誤作動につながりますので、 

必ず全閉の状態で操作してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

散布切り替えレバー 

○レバーの連結を解除 ○ 散布したい方のレバーを移動 

連結フックを外す 

両側散布時 片側散布時 

連結ロッドを外す 



 28 

散布量と車速の決め方 
例）１０a 当り、粉状石灰を 60kg 散布したい場合 

散布表より粉状物の項の 60kg より小さい値（55kg）のシャッター開度を設定します。 

 

 

 

 

6Km/h＝お客様が散布しようとする時の車速 

55kg＝散布表より散布したい量に近いシャッター開度の散布量 

60kg＝10a 当り散布したい量 

したがって、開度 7 にした場合、車速 5.5km/h で作業すると 60kg/10a 散布することになります。 

 

 

 

散布方法 
 
主な散布方法を３つ上げましたので圃場条件に合わせてお選びください。 

    ① 往復散布                  ② 回り散布                 ③ ひとうね置き散布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

散布量の設定 
 

散布物により、下表を目安にシャッター開度を設定してください。 

ML156(R),186(R),216(R),246(R)すべて同じです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ML5 シリーズと同じラベルを使用しています。 

 

 

 

６（ｋｍ／ｈ）×５５（ｋｇ／１０ａ） 
車速＝ 

６０（ｋｇ／１０ａ） 
＝５．５（ｋｍ／ｈ） 
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作業前の点検 

 
 注意  

 ●  点検・調整時には必ずエンジンを停止してください。守らないとケガをする恐れがあります。 

① 作業前にボルト、ナット、ピン類のゆるみ、脱落がないことを確認してください。 

② 給油の点検 

 

 

 

給油 
・ 給油位置は図に交換時期は表に示 

します。これに従って給油を行なって 

ください。 

 
・ 尚、表以外の滑動部にもギヤオイル 

を塗布してください。                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 
本機は工場出荷時に給油して出荷されますが、下表に基づいて給油を行ってください。 

 
NO. 給油箇所の名称 給油箇所 オイルの種類 給油の間隔 備考 

1 ミッションケース 1 ＃３２０ 各作業シーズン 
全量交換 90ｃｃ、 

ML156、ML186 

2 ミッションケース 1 グリース 各作業シーズン ML216、ML246 

3 ユニバーサルジョイント 4 グリース 作業前後  

4 軸受 2 グリース 作業前後   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①

③ 

② 

④ 
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シャッター調整 
 
シャッター開度を全閉にした時に、シャッターが完全に閉じるように調整してください。 

また、この状態で開度全開にした時、完全に開いている事を確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要 
・ 「全閉」の時は、必ずシャッターが完全に閉じていることを確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全閉（開度０） 

全開（開度２０） 

連結金具 

手動仕様 

リモコン仕様 

ロッドの長さを調整

連結金具の長さを調整
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肥料載せパイプの着脱方法 
 

肥料載せパイプは工具不要で簡単に着脱ができます。 

 

①パイプに組付けされているスプリングピンをガイドの溝に合わせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②パイプを回して確実に抜けないようにする。 

 

 

 

 

 

 

 
③パイプを抜くときはスプリングピンをガイド溝と平行にして、パイプを持ち上げながら抜く。 
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保守管理 

 
注意 

 点検・水洗い時はトラクタのエンジンを停止してください。 

 

①作業シーズン中の保守管理 
（１）作業終了後は本機をよく清掃し各箇所に給油をしてください。 

 

（２）各部のボルト・ナット類の緩み、ピン類の脱落がないか点検してください。 

 

②作業シーズン終了後の保守管理 
（１）各部の清掃を完全に行い、特にシャッター周りの分解清掃をしてください。 

（２）各部を点検し、損傷した部分があれば早めに修理又は部品交換してください。 

（３）格納するときはスタンドを立て湿気やホコリのない場所に安定させて格納してください。 

（４）電装品（コントローラー等）については、湿気のない所に別途保管してください。 

 

◆底板、シャッターの掃除 
以下作業を行い、各部を掃除・洗浄してください。 

（１） シャッターレバーを全開の位置にします。 

 

（２） シャッターを押さえているＲピンを抜き、シャッターアームを下げてシャッターを引き抜きます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引き抜く 

 

 

 

 

 

（３） タンク両側のパチン錠を外してソコイタを取り外します。 

 

（４） シャッターはどの状態でも取り外しができます。 

  

※ソコイタに貼り付けしているスポンジ、テフロンシートは鋭利なものに干渉すると切れる場合があります。

切れるとシャッター開閉トラブルの原因になりますので取り扱いには十分注意してください。 

 

 

 

 

パチン錠 

Rピン
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電動リモコンシャッターについて 
 

１．電動リモコンシャッターの名称と働き 
 

注意 

●   リモコンシャッター本体及び制御ボックス、コントロールボックス、配線類は、分解改造などしない

でください。危険であり、メーカー保証の対象外となりますので注意してください。 

（1） リモコンシャッター本体････････････････アームが動いてシャッター開閉を行ないます 

 品番 Ａ８Ｒ－１１００００－００ 

 

（2） 制御ボックス 

 品番 Ａ８Ｒ－２３００００-００ 

                            ･･････シャッター開閉を操作する物です。 

（3）コントロールボックス 

 品番 Ａ８Ｒ－２２００００-００ 

 

（4）ヒューズ １A ････････････････････････････････電気回路の保護ヒューズです。 

 品番 Ａ８Ｒ－２２０４００－００                 （管ヒューズ １Ａ） 

 

（5）ワイヤーハーネスＨ ･･････････････････････････････バッテリーからの配線です。 

 品番 Ａ８Ｒ－２１１８００－００ 

 

（6）ヒューズ ３０A ･･････････････････････････････メイン電源の保護ヒューズです。 

 品番 Ａ８Ｒ－２１１８０１－００              （自動車用ヒューズ ３０Ａ） 

 

２．接続方法 
 

注意 
● 電動リモコンシャッターの作動電源は、バッテリーDC１２Ｖです。その他の電源に

接続すると破損しますので、絶対に接続しないでください。 

● バッテリー電圧が不足していると、作動しない場合がありますので、バッテリー電圧

を確保するようにしてください。 

● バッテリーの＋と－を必ず確認してから、端子へ接続して下さい。誤って接続すると

電子部品の故障の原因になりますので注意してください。 

 
（1） ワイヤーハーネスとトラクタのバッテリーを接続して下さい。 

赤色のコードを（＋）へ、黒色のコードを（－）へ接続して下 

さい。 

 

 

 

（2）コントロールボックスの電源スイッチが「切」になっている 

事を確認してから、配線を接続して下さい。 

 

 

 

 

 

（3） 接続が完了したらシャッターの開閉動作を確認して下さい。（操作方法の項参照） 
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＜外部電源を通す穴のゴムグロメットの扱い方＞ 
作業機側のハーネスをキャビン内に引き込む場合、キャビン後のゴムグロメットにカッターナイフで下図のよ

うな切込みを入れ、ハーネスは必ずゴムグロメットを介して通して下さい。 

 

 

 

 

 

                                 

  注意         
                           ●   グロメットを使用しないとハーネスを損傷する恐

れがあります。 

 

 

 

 

 
３．作業前点検 
 

（1）ヒューズの点検 

リモコンシャッターには、2 種類の保護用ヒューズが入っています。切れていると電源が入りませんの

で作業前に点検し、切れているときは、新しい物に交換して下さい。（電動リモコンシャッターの名称と

働きの項参照） 

  ※ヒューズ１Ａ ：電源回路保護ヒューズ（管ヒューズ１Ａ） 

  ※ヒューズ３０Ａ：メイン電源保護ヒューズ（自動車ヒューズ３０Ａ） 

注意 
●   ヒューズが切れた場合は、針金や銀紙などで代用せず、必ず同容量のヒューズと交換しだ

さください。又、バッテリー電源との＋と－の接続を再度確認してください。 

 

（2）肥料を本機のタンクに入れる前に、リモコンシャッターの動作確認をして下さい。 

 （操作方法の項参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 35 

４．操作方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ シャッタースイッチ｢開｣の状態で電源スイッチを｢切｣るとシャッターが閉じてから電源が 

切れます。 

 
 

 

5．保守管理 

 
注意 

●    電動リモコンシャッターは多くの電気部品を使用していますので、洗浄機や水道ホース等

で直接、水洗いしないでください。 

 

１．作業シーズン中の保守管理 

 
（1）  作業後はリモコンシャッターの電源を必ず「切」って下さい。 

（2） 作業後、リモコンシャッター本体の汚れを掃除し、本機のシャッター部をよく掃除して下さい。 

（3） ボルト、ナット類の緩み及び、ピン類の脱落がないか点検して下さい。 

 

２．作業シーズン終了後の保守管理 

 
（1） 各部の清掃を完全に行い、シャッターロッドのネジ部に給油して下さい。 

（2） 本機をトラクタより外す場合は、接続したリモコンシャッターの配線類を取り外してから行って 

下さい。 

（3） 格納する場合は湿気やホコリのない場所に安定させて格納してください。 
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トラブルの原因と処理方法 

 
現象 原因 処置 

・作業中ジョイントから音が出る ・ジョイントに角度がついて使われて

いる 
・作業機を水平に取り付ける 

・持ち上げ時入力軸を破損する 
・ジョイントが長過ぎる 

・ジョイントを適正な長さに切断

する 

・作業中作業機が大きく振動する 
・ロワリンクのチェックチェーンが緩い

・チェックチェーンを左右均等

に張る 

・ジョイント取付のセットボルトが

折損する 
・セットボルトを確実に締め付けて

いない。異物が混入している。 

・ 確実に締め付ける 

・ 異物を取除く 

・配線、コネクタが抜けている 
・配線類を確認しコネクタ類を

しっかりはめ込む 

・電源が入っていない ・電源スイッチを入れる ・リモコンシャッターが作動 

しない 
・保護ヒューズが切れている 

（バッテリー電源接続の＋,－が逆） 
・ヒューズ交換  

・ リ モ コ ン シ ャ ッ タ ー が 

閉じない（シャッター「全閉」

赤ランプ点滅） 

・シャッターが閉じる時の過負荷によ

るモーター停止 

・本機のシャッター部の点検、

清掃 

・ リ モ コ ン シ ャ ッ タ ー が 

開かない（シャッター「開度

確認」緑ランプ点滅） 

・シャッターが開く時の過負荷による

モーター停止 

・リモコンシャッター本体のみで

作動確認（この処置でも不具

合の場合は販売店へ連絡して

下さい） 

電源スイッチを操作しても 

電源が「入／切」されない 
バッテリーからの電源配線コネクタを一度抜き、再度差し込む 

・電源スイッチを「切」って閉ランプが消灯してから再び「入」にし、

シャッタースイッチを操作する 

リ
モ
コ
ン
仕
様
の
み 

シャッタースイッチを操作して

も出る／止まる（シャッター開

／閉）されない ・バッテリーからの電源配線コネクタを一度抜き、再度差し込んで操作

する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 37 

主要諸元 
●手動仕様 

型式 ML156 ML186 ML216 ML246 

全長(mm) 685 685 685 685 

全巾(mm) 1570 1870 2170 2470 

全高(mm) 847 847 1430 1430 

レバー含む全高(mm) 1263 1263 1263 1263 

重量(kg) 110 120 145 160 

タンク容量(Ｌ) 245 295 340 385 

作業巾(mm) 1500 1800 2100 2400 

作業速度(km/h) 2～8 2～8 2～8 2～8 

11.0～25.8 14.7～29.4 18.4～40.5 22.1～51.5 
適応トラクタ KW(PS) 

(15～35) (20～40) (25～55) (30～70) 

●リモコン仕様 

型式 ML156Ｒ ML186Ｒ ML216Ｒ ML246Ｒ 

全長(mm) 685 685 685 685 

全巾(mm) 1570 1870 2170 2470 

全高(mm) 847 847 1430 1430 

重量(kg) 110 120 145 160 

タンク容量(Ｌ) 245 295 340 385 

作業巾(ｍm) 1500 1800 2100 2400 

作業速度(km/h) 2～8 2～8 2～8 2～8 

11.0～25.8 14.7～29.4 18.4～40.5 22.1～51.5 
適応トラクタ KW(PS) 

(15～35） (20～40) (25～55) (30～70) 
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ＭＥＭＯ 
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